
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
３
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７
回 

 

熊
野
修
験
秋
峰
最
終
を
吉
野
で
出
迎
え 

 

◇
実
施
日 

 

９
月
１
４
日
（
日
） 

 

晴
一
時
雨 

◇
参
加
者 

 

梶
野
照
雄 

 
 

 
 
 

１
名 

  

熊
野
修
験
奥
駈
行
の
最
終
行
程
（
釈
迦
ヶ
岳→

吉
野
）
が
行
わ
れ
、
吉
野
で

到
着
を
出
迎
え
た
。
昨
年
は
７
名
の
参
加
で
、
金
峰
神
社
か
ら
蔵
王
堂
ま
で
を

同
行
し
た
が
、
今
年
の
当
ぐ
る
ー
ぷ
か
ら
の
参
加
者
は
無
く
、
一
人
で
の
出
迎

え
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
蔵
小
屋
北 

 
 
 
 
 
 
 

滋
賀
県
の
皆
さ
ん 

 
 
 
 
 

一
行
が
到
着 

吉
野
か
ら
林
道
を
五
番
関
の
方
に
進
み
、
二
蔵
小
屋
の
手
前
に
車
を
停
め
る
。

滋
賀
ナ
ン
バ
ー
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
が
駐
車
し
て
い
た
。
二
蔵
小
屋
を
管
理
し
て

い
る
人
が
来
て
い
る
よ
う
だ
。
途
中
の
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
氷
二
袋
を
担
い
で

二
蔵
小
屋
に
向
か
っ
た
。
山
道
に
入
っ
て
す
ぐ
、
ク
ロ
ー
ラ
ー
運
搬
機
が
停
ま

っ
て
い
た
。
１
０
分
ほ
ど
で
二
蔵
小
屋
に
着
く
。
小
屋
で
は
滋
賀
県
の
人
７
人

が
接
待
の
準
備
中
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

勤
行 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
蔵
小
屋
で 

 
 
 
 
 
 

エ
ン
ジ
ン
不
調 

午
前
９
時
を
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
一
行
が
到
着
す
る
と
思
い
、
氷
を
コ
ッ
プ
に
入

れ
、
ポ
カ
リ
な
ど
を
注
い
で
到
着
を
待
っ
た
。
法
螺
貝
の
音
が
聞
こ
え
だ
し
一

行
が
到
着
し
た
。
大
天
井
ヶ
岳
か
ら
降
り
て
く
る
と
思
い
、
５
分
程
登
っ
て
待

っ
て
い
た
が
、
一
行
が
捲
き
道
を
歩
い
て
く
る
の
が
見
え
、
慌
て
て
小
屋
ま
で

下
っ
た
。
勤
行
の
後
、
大
休
止
。
３
０
分
ほ
ど
の
休
息
で
吉
野
へ
向
け
て
出
発

さ
れ
た
。
後
片
付
け
を
少
し
手
伝
っ
て
車
に
戻
る
。 

ク
ロ
ー
ラ
ー
運
搬
機
は
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
し
く
、
４
人
が
始

動
を
試
み
て
い
た
。
ス
タ
ー
タ
ー
を
引
く
の
を
交
代
し
、
５
～
６
回
引
く
と
エ

ン
ジ
ン
が
始
動
し
た
。
３
分
程
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
し
た
ま
ま
に
し
た
が
停
ま
る

気
配
は
無
い
の
で
、
小
屋
に
向
か
っ
て
動
き
始
め
た
。
２
０
ｍ
位
進
ん
だ
と
こ

ろ
で
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
以
後
は
全
く
エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し
な
く



な
っ
た
。
狭
い
道
に
停
め
て
お
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
５
人
で
引
き
ず
り

な
が
ら
広
い
場
所
ま
で
降
ろ
し
た
。
滋
賀
の
方
々
に
別
れ
を
告
げ
、
金
峰
神
社

に
向
か
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

接
待
準
備
完
了 

 
 
 
 
 
 

金
峰
神
社
に
到
着 
 
 
 
 
 

勤
行 

金
峰
神
社
に
は
熊
野
修
験
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
が
３
名
い
る
だ
け
で
、
ま
だ
全
員

は
着
い
て
い
な
い
よ
う
だ
。
午
後
１
時
前
、
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん
が
到
着
し
、

接
待
の
準
備
も
完
了
。
一
行
の
到
着
を
待
つ
の
み
と
な
っ
た
。
阪
口
君
は
下
か

ら
歩
い
て
き
た
ら
し
く
、
森
脇
さ
ん
が
四
寸
岩
山
ま
で
乗
せ
て
行
っ
た
。
午
後

１
時
２
０
分
、
一
行
が
金
峰
神
社
に
到
着
し
、
勤
行
の
後
休
憩
さ
れ
た
。
休
憩

が
終
わ
る
の
を
待
た
ず
、
水
分
神
社
に
向
か
う
。
水
分
神
社
周
辺
は
狭
く
て
車

を
停
め
る
場
所
が
少
な
い
の
で
、
早
め
に
行
っ
て
駐
車
場
所
を
確
保
し
た
。
３

０
分
後
に
一
行
が
水
分
神
社
に
着
き
勤
行
。
勤
行
が
始
ま
る
の
を
見
届
け
て
櫻

本
坊
へ
向
か
う
。 

竹
林
院
先
の
広
く
な
っ
て
い
る
場
所
に
車
を
停
め
て
３
０
分
後
に
一
行
が
櫻

本
坊
に
着
い
た
。
勤
行
の
後
、
巽
住
職
か
ら
お
話
し
が
あ
り
、
来
年
奈
良
国
立

博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
「
吉
野
・
大
峯
」
の
特
別
展
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

喜
蔵
院
、
東
南
院
を
経
て
金
峯
山
寺
・
蔵
王
堂
に
着
く
。
喜
蔵
院
で
は
中
井
住

職
の
出
迎
え
を
受
け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

水
分
神
社
で 

 
 

 
 

 
 

 

櫻
本
坊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
蔵
院 



 
 

 
 

 
 

 

喜
蔵
院 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
南
院 

 
 

 
 

 
 

 

金
峯
山
寺
・
蔵
王
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
千
本
駐
車
場 

 

蔵
王
堂
で
は
堂
内
に
並
ん
で
勤
行
。
蔵
王
堂
前
の
石
段
で
写
真
を
撮
っ
て
、
下

千
本
の
駐
車
場
へ
向
か
い
、
皆
の
到
着
を
待
っ
た
。
午
後
４
時
半
過
ぎ
、
全
員

が
駐
車
場
に
着
き
、
整
列
し
て
智
英
君
が
挨
拶
し
解
散
し
た
。
こ
の
後
数
人
が

柳
の
渡
し
ま
で
行
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 0
8

：2
3

二
蔵
小
屋
北→

0
8

：4
3

二
蔵
小
屋1

0

：0
5
→

1
0

：4
8

二
蔵
小
屋
北→

1
1

：1
0

金
峰
神
社1

3

：4
5
→

1
3

：5
2

水
分
神
社→

1
4

：4
0

櫻
本
坊→

1
5

：1
8

喜
蔵
院→

1
5

：3
5

東
南
院→

1
5

：5
0

蔵
王
堂→

1
6

：3
0

下
千
本
駐
車
場 

 


